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Abstract

In this study, based on the rezults of a questionnaire administered to 713 adults, 337 males and

376 females, who lived in a local city of the northern part of Japan, the authors tried to examine

typological characteristics of 22 sports by the use of the 3rd Formula of Hayashi's Quantification
Scaling.

From the characteristics of sports clustered around each axis, it n,as possible to signify the first
axis for males as "popular - technical" and the third axis for both males and females as "youth"
favored - middle and higher age-favored" or "ball-game-type - non-ball-game-type"; however, around

other axes, there were some with no clear-cut significations and some with inversed significations for
'positive and negative between males and females.

When supposedly set up three dimensional space using three axes and examined cluste$ ofspo s

located in the same space, it was found that five groups of sports such as "dance/Odori (traditional

dance) and gate-ball", "light bdl game, softball and volleyball" and the like *,ere common to both

sexes. It was suggested that these groups of sports had relative similarity among themselves.
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はしめに

先に,われわれは,東北の一地方都市である遠

野市に在住の一般市民を対象として,質問紙法に

より,ス ポーツ・ レクリエーション活動の実態と

意識を調査 した。その集計と分析結果の一部は,

調査報告書
°と体育学紀要第23号 "'3に報告 した。

本研究では, さらにこの調査結果の一部を用い

て,一般市民が自から選択 し実施 しているスポー

ツ種目の類型的特徴について,考察 してみたい。

現実に行われているスポーツ種目の種類は,

極めて多様であるが,人々は,こ れら多くの種目

の中から,それぞれの人なりに複数の種目を選ん

で実施 している。われわれが,通常,ス ポーツ種

目を分類する時,個人種目・ 団体種目,屋内種目

。屋外種目,あ るいは球技系,格技系といったよ

うに,単に外形的,便宜的に分類することがある

が, しか し,実際に人々がスポーツをする時は,

当然ながら,そのような表面的な分類や理由で選

んでいるわけではない。人々は,個人の好みや,

過去の経験や,身体的条件といった個人的事情や,

友人・ 仲間のさそいや,流行や,身近かに利用で

きる施設といった社会的,物理的環境等が作用 し

て,その結果として,あ る種目群が選ばれ,別の

多くの種目群は実施されることがないのである。

このように,ス ポーツ種日間には,実施する人た

ちの側からみて,共通性,類似性の高いものもあ

れば,実施する人たちが全 く異質で,かけ離れた

存在と考えられる種目もある。前者は,場合によ

れば代替種目となりうるが,後者は,それが困難

であろう。これ らスポーツ種日間の類型や特徴を

明らかにすることは,ス ポーツ行動を研究する者

の立場から,極めて興味あることであり,ま た,

同時に,市行政にとって,社会体育の施策を考え

る上で,参考となるであろう。

目  的

社会人が自から選択 し実施 しているスポーツ種

日間には,いかなる類似点や相違点が存在するの

かについて,実施者の選択パターンに基づき,多

変量解析法 (数量化理論Ⅲ類)を用いて,明 らかに

することである。

方  法

1 対象 :岩手県遠野市在住の成人で,学生を除

く,男子 337人,女子376人の中から本研究で

用いた調査項目に不備なく回答 している,男子

294人,女子 267人。合計 561人

2 実施時期 :昭和62年 10月

3 調査方法 :質問紙調査法を用い,地区役員の

訪門による調査票の配布および回収。

4 調査内容 :「 その他Jと いう選択肢を含めて,

22の スポーツ種目を提示 し,「あなたが,こ の

1年間に一度でも行なった運動やスポーツがあ

れば,その番号の全部を○で囲んでください」

と尋ねた。種目の リス トは,主として内閣総理

大臣官房広報室による「体力・ スポーツに関す

る世論調査」を参考として作成した4t(表 1参

照)

5 分析方法 :反応は量的に測定されておらず ,

外的基準がなくて,分類を試みるために,数量

化理論Ⅲ類を用いた。

結果と考察

男女別に,全スポーッ種目の実施率を図示する

と,図 1の とおりであった。図からわかるように,

先づ,実施率において著 しい性差が認められる。

男子の1/4以上の人が実施 している種目には,野球

(38%), 軽い球技 〔キャッチボール,円陣バス

等 〕(36%),体操 (30%),ソ フトボール (27

%),ス キー・ スケー ト(26%)が あるが,女子

では,体操 (30%)だ けであり,女子の実施率で,

男子より高い種目は,ダ ンス・ 踊り(男子10%,

女子]9%)の 1種目だけであった。

また,種目毎に実施者の年齢層を調べると,比
較的年齢に関係のない種日としては,体操,ダ ン

ス,野外活動などがあり,軽い球技は男子のみで,

年齢巾が広かった。反対に,40歳未満の主として

若い人達が中心となる種目には,ボ ウリング,パ
スケットボール,バ レーボール,サ ッカー,バ ド

ミントンなどがあげられる。女子は,男子以上に,

若い世代が中心であった。

なお,女子のサッカーが盛んであること(Hl
%が実施 )は ,こ の市の特徴である。「その他」

の内容には,フ リスピー,綱引,自転車,ユ ニフ
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野  球

軽い球技

体  操

ソ フ ト

スキースケート

サ ブカー

ランニング

水  泳

ボウリング

卓  球

パ トミントン

陸上競技

野外活動

グンス・踊り

テ ニ ス

ゲートボール

バスタフト

そ の 他

ゴ ル フ

剣道・柔道

弓・ 洋弓

図 1 性別・ スポーツ種目別の実施率

ォック等があげられた。

以上のスポーッ種ロリス トについて行った実施

状況調査を基に,数量化理論Ⅲ型を適用 して分析

を試みた結果,固有値の大きい方から順に三つの

軸を想定 し,種目毎に付与された各軸の数量を示

すと,表 1の通 りであった。固有値の値は,先行

研究で報告されている適用例
9と

比較すると,全

体と女子はや 高ヽ く,男子はや 低ヽい傾向が認め

られた。

各軸毎にスポーツ種目に付与された数量から,

軸の特性を男女別に検討 してみると,男子の第 I

軸では,例外としてゴルフとその他が +― の両極

に離れて位置しているのを別にすると,プラス方

向に比較的実施率の低い種目,従 って一般的でな

い限定的種目 (た とえば,野外活動, 弓。アーチ

ェリー,ゲー トボール,ダ ンス・ 踊リ ー 原点か

ら遠い順 :以下同様 )が並びマイナス方向には,

実施率の高い大衆的な種目 (体操,野球,ラ ンニ

ング,軽い球技,水泳,サ ッカー等 )が並んでい

て,こ の軸は大むね「大衆的 ― 限定的Jを意味

するように推定される。ところが,女子の第 I軸

では,こ の傾向が定かでなく,そ の上に大部分の

種目が,マ イナスの, しかも原点 (0)に近いと

ころに集中 し,意味づけは困難であり,こ の軸に
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関 して,男女で等質な軸とは考えにくい。

第■軸では,男女の間で種目の並び方に,あ る

共通点があるが,プ ラスとマイナスで逆転 してそ

る。即ち,男子の体操,ダ ンス・踊り,ラ ンニン

グ,ゲー トボール等がプラス方向にあり,女子で

は,それら力ヽ ザれもマイナス方向である。逆に,野
球,サ ッカー,ボ ウリング,バスケットボール

,

スキー,ス ケー ト,ソ フトボール等が女子ではプ

ラスであるが,男子ではマイナスである。

第■軸は,ゴルフ,野球だけは,男女でプラス
,

マイナスが逆転 しているが, これを除くと,比較

的類似 している。男女ともマイナスには,ソ フト

ボール,サ ッカー,軽い球技,バ レーボール,バ
スケットボール等,若い人中心の活澄な球技系が

並び,プラスには,体操,剣・ 柔・ 空手,弓・ ア

ーチェリー,ダ ンス・ 踊り,ゲー トボールといっ

た,どちらかといえば,中高年を含めた巾広い年

齢層で実施されているような,非球技系種目が並

んでいる。従って,第Ⅲ軸の特徴としては,「若

者向き ― 中 。高年向」ないし「活動的な球技系

― 穏やかな非球技系Jと いった意味合いが推定

される。

また,男女を合わせた全体についての各軸の種

目の並び方を見ると,女子よりは男子のそれに類

似 している。その原因は,実施率の男女差による

ものと考えられよう。また,男女それぞれでみた

ような整合性がやや失われ,特徴が掴みにくくな

っているように思われる。

以上の点を考慮 じ 二つの軸を用いての 2次元

グラフ表現は,男子の I× Ⅲ (図 2)と , 男女の

比較のため,男子の■×Ⅲ (図 3), 女子のⅡ×

Ⅲ (図 4)の 3図を示した。
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表 2 同 じ空間に位置する種 目群

Ⅲ

軸

Ⅱ

軸

Ｉ

軸
子 女 子

+ 十  十 ダンス・ 踊 り,ゲー トボール   lA その他

十  + ― その他

+ ―  + バ ドミントン,野外活動,剣道他,弓 ダンス・ 踊り,ゲー トボール  lAl

+ ―  ―

ボウ リング,卓球        IB)

バスケ ッ トボール,サ ッカー   (C)

―  + 十 体操,ラ ンニング

ボウリング,卓球

水泳,ス キー

野球,ゴルフ

Ｄ

Ｄ

―  + ― J)v7
バスケ ッ トボール,サ ッカー  IC)
軽い球技,ソ フ ト,バ レーボール {EI

テニス,バ ドミン トン

―  ―  + 陸上競技 体操,剣道 他,野外活動

水泳,ス キー         (Dl
軽い球技,ソ フト,バ レーボール {〕

野球

ランニング,陸上競技

次に,男女それぞれに各軸の原点 (0)を境に

正負に三分 し,さ らに,それ らの組み合せから3

次元空間を区分 して,同 じ空間に位置する種目群

を調べた。男女で軸の性質や正負の方向性が異な

るから,空間の位置そのものは同 じではないが,

男女それぞれの空間で一致 した種目群が,男女で

共通であるものには,表 2の中のlAl―lE)の 5群が

認められた。
・
これらは,よ り多くの情報を付加 し

た上での分析に待たねばならないが,一種のクラ

スターを形成するものと推定 してよいであろう。

以上,現時点で利用できる資料の範囲内で,社

会人の行なぅスポーツの選ばれ方か ら,種 日間の

結びつきや,そ の特徴を考察した。今後の課題と

して,実施者の属性・特性を併せて分析すること

により,ス ポーツ種目の類型 。特徴をより明らか

にしていきたい。

ま と め

22の スポーッ種目について,一般社会人の選択

のパターンに基づき,数量化理論 lllを 用いて分析

し,そ れら種日間の類型的特徴を検討 した。

各軸に分布 したスポーツ種目の特徴から,男子



平田,青山,菊地

の第 1軸は,「大衆的 ――限定的」を,第 Ⅲ軸は,

男女共通に「若者向き ― 中・高年向き」ないし

「球技系 ― 非球技系Jと いった意味づけが可能

であったが,その他の軸では,意味づけが不明確

あるいは男女で正負が逆転 していた。

三つの軸を用いて 3次元空間を想定し,同 じ

空間に位置するスポーツ種目群を調べると,「 ダ

ンス・ 踊り,ゲー トボール」「軽い球技, ソフト

ボール,バ レーボールJ等五つの種目群について,

男女で共通であることが認められ,これらの種目

群の間で比較的強い結びつきが示唆された。
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